
任意接種 三種混合ワクチン（就学前）
注射（不活化ワクチン）

百日せき・ジフテリア・破傷風を防ぎます。百日せきの免疫は、乳幼児期に受けた後、年数がたつと下がります。

小学生の百日せきが増えているため、就学前の追加接種を日本小児科学会が推奨しています。

対象年齢・回数・間隔

対象 5歳以上7歳未満（年長さんがおすすめ）

回数 1回

ご注意 五種混合（四種混合）の4回目から6か月以上あけます。

ほかのワクチンとの間隔 決まりはありません。同じ日（同時接種）にも、前後どの日にも受けられます。

副反応と接種後の注意

接種した場所が赤くなる、腫れる、痛むことがあります。回数を重ねたワクチンのため、腫れが大きくなることが

あります。

発熱することがあります。

接種後30分ほどは、何かあったときにすぐクリニックに戻れる場所で様子を見てください。

当日の入浴はできます。接種した場所はこすらないでください。

当日は激しい運動は控えてください。

任意接種（自費）です。百日せきは、まだワクチンを受けていない赤ちゃんにうつると重症になりやすいため、

ご家族を守ることにもつながります。

すぐ受診・連絡してほしいとき：高い熱が続く、けいれん、ぐったりしている、顔色が悪い、じんましん・息苦

しさ、接種した部位が大きく腫れて痛がる など

持ち物・当日の注意

母子健康手帳

予診票（当院ホームページからダウンロードして、事前に記入してください。ご用意できない場合は窓口でお渡し

します）

朝、おうちで体温を測ってきてください。37.5℃以上の場合は接種できません。

体調が悪いとき、最近かぜや感染症にかかったときは、ご来院前にお電話でご相談ください。

がんばったね！
注射をがんばったお子さまを、たくさんほめてあげてください。

「よくがんばったね」のひと言が、次の接種の勇気になります。
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